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「

甲
袈
裟
」

に
つ

い

て

の
一

考
察
1

「

赤
甲
袈
裟
」

を

守
心

に

ー
鈴

木
　
辨

　
望
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1

は

じ

め

に

　

現
在

、

我
々

が

着
す
る

袈
裟
は

呼
び

名
は

数
多
く

存
在
す
る

の

だ

が
、

袈
裟
の

種
類
を

端
的
に

示
す
と
、

大

衣
（

九

条
、

十

一

条
、

十
三

条
、

十
五

条、

十
七

条
、

十
九

条
、

二

十
一

条
、

二

十
三

条
、

二

十
五

条
）

、

中

衣
（

七

条
）

、

小
衣
（

五

条
）

と

分
け

ら
れ

、

条
数
に

よ

り
区
別
さ
れ
る

。

　

ま
た

、

こ

れ
ら

は

如
法

、

如
律
に

か

な
っ

た

袈
裟

、

所
謂
「

如
法
袈
裟
」

と

は
一

線
を

画
す
る

も
の

で
、

装

束
的
な

意
味
を

も
つ

「

装
束
袈
裟
」

に
二

分
す
る
こ

と

が

で

き
る

。

本
来

、

「

如
法
袈
裟
」

し
か

存
在
し

て
い

な
か
っ

た

は

ず
で

あ
ろ

う
が

、

イ

ン

ド、

中
国
を

経
て

、

文
化
の

交
流

も
手

伝
い

、

日
本
で

は

特
に

密
教
の

受
容

、

そ
し
て

宮
中
官
人
と
の

関
係
か

ら
、

「

装

束
袈

裟
」

が
生
ま

れ
て
い

っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

　

特
に

「

七

条
袈

裟
」

は

「

装
束
袈
裟
」

の

代
表
的
な

位

置

付
け
が

な

さ
れ

て
い

る

事
も

多
い

。

私
的
に

は

装

束
と

し

て

の

「

七

条
袈
裟
」

は

主
に

三

つ

に

大
別
で

き
る

、

と

考
え
ら

れ
る

。

現

在
、

大
乗
衣

や
地
蔵

袈
裟
な
ど

多
く
出
回
っ

て

い

る

袈
裟
の
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2

類
い

に

つ

い

て

は

は
っ

き
り
と

、

別
物
と

い

え
る

根
拠
は

な
い

。

し

か
し

、

正

式
と

さ
れ

る

畏
ま
っ

た

法
会
に

お
い

て

そ

れ
ら
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を

見
る
こ

と

は

ほ
と

ん

ど

な

い
。

こ

こ

で

挙
げ
る

「

七

条
袈
裟
」

は

そ
れ

ぞ
れ

に

横
被
と

修
多
羅
を

付
け

、

着
し
て

い

る

も
の

に

限

定
さ
れ

る
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

脚

　

ま

ず、

「

衲
袈

裟
」

で

あ
る

が
、

こ

れ

は

金
襴
で

綴
ら

れ

た

豪
華
な

袈
裟
と
い

う
も
の

が
一

番
に

想

像
さ
れ

る
。

我
々

は

こ

の

「

衲

袈
裟
」

を

着
用

す
る
こ

と

が

多
い

し
、

こ

れ

を

正

装
と

見
な
し

て
い

る

方
が

ほ

と

ん

ど

で

あ
り
、

「

七

条
袈
裟
」

の

代
名
詞

と

い

う
べ

き

も
の

で

あ
る

。

　

次
に

「

平

袈
裟
」

で

あ
る

が
、

こ

れ

は

縁
も
甲
も
同
じ
色
の

同

じ
材

体
で

作
ら
れ

た

も
の

で

あ
る

。

有
紋
と

無
紋
の

違
い

は

あ
る

が
、

近

年
は

無
紋
の

「

平

袈
裟
」

を

多
用
し
て

い

る
。

豊
山

派
で

は

従
弟
子
や

伝
法
大
会
の

竪

者
の

着
す
る

袈
裟
が

想

像

さ
れ

る
。

　

次
に

今
回
の

主

題
と
な

る
「

甲
袈
裟
」

で

あ
る

が
、

特
に

豊
山

派
で

は

讃
頭

、

堂
達
の

着
用

す
る

袈
裟
と

し
て

、

「

青
甲

袈
裟
」

を

使
用
す
る

場
合
が

あ
る

。

こ

の

た

め
、

讃
頭
や

堂
達

等、

「

青
甲
袈
裟
」

を

着
す
る

者
を

「

甲
衆
」

と

呼
称
し
て

い

る
。

こ

の

た

め
、

「

青
甲

袈
裟
」

が
「

甲

袈
裟
」

で

あ
る

と

誤

認
し
て
い

る

こ

と
も

少
な

く
な

い

よ

う
だ

。

　
『

密

教
大
辞
典
』

に

よ

れ

ば
、

　
　

条
牒
と

伏
甲
と

色
の

異
な
れ
る

材
體
に

て

製
し
た

る
袈
裟

な
り

　
　
（

中
略）

　
　

香

甲
・

紫
甲
・

青
甲
・

朱
甲
（

赤
甲）

・

櫨
甲
（

黄
甲

）

・

鈍

甲
等
の

別
あ

り
。

と

あ
る

。

我
々

は

普
段
あ
ま
り

着
用

す
る
機

会
が

な
い

た

め
、

「

甲

袈
裟
」

に
つ

い

て

は

い

さ
さ

か
、

認
識

不
足
の

感
が

あ
る

。

よ
っ

て

こ

の

「

甲

袈
裟
」

に

つ

い

て

再
認
識

す
る

必
要
性
が

あ
る
の

で

は

な
か
ろ

う
か

。

今
回
は

こ

の

「

甲
袈

裟
」

に
ス

ポ
ッ

ト
を

当
て

、

そ
の

中
で

も

特
に

「

赤

甲
袈
裟
」

に
つ

い

て

論
じ
て
い

き
た
い

。
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「甲袈裟」に つ い て の
一

考察 （鈴木）

表 1

香
　
甲

紫

　
　
甲

黄
　
甲

櫨
　
甲

青

　
甲

赤
　
甲

朱

　
甲

鈍

　
甲

色
（
条
牒
）

香
色
（
淡）

黒
色
又
は

紺
色

黒
色
又
は

紺
色

黒
色
又
は

紺
色

黒
色
又
は

紺
色

黒
色
又
は

紺
色

黒
色
又

は

紺
色

黒
色
又

は

紺
色

色
（
伏
甲）

香
色
（

濃）

紫

　
　

　
　

色

黄

　
　

　
　

色

黄
　
色
（
櫨
色）

青
　
　
　
　

色

赤
　
　
　
　
色

朱
　
色

鈍

　
色

真
言
宗
法
衣

法
具
解
説〔
↓

・

僧
正

の

用

・

律
師
以
上
の

僧
綱

・

大
行
事

・

結
縁
潅
頂
の

乞

戒
師

・

櫨
甲
と

も
い

う

・

已
講

・

凡
僧
の

用

・

讃
頭、

堂
達

・

威
儀
師、

従
儀

師

本
朝
法
中
衣

服
図
（
2）

・

結
縁
潅
頂
の

乞

戒
師

・

台
家
大
行
事

・

台
家
巳
講

．

讃
頭、

堂
達

法
中
時
用
装

束
集
（

3）

・

僧
綱
法
印
迄

・

山
門
大
会
二

会

奉
行
並

役
者
等

・

同
櫨
甲

・

僧
綱
律
師
巳
ヒ

・

山
門
大
会
二

已

講

・

有
職

・

威
儀
師

、

従
儀

師

・

坊
官

南
都
北
嶺
両

寺
法
服
記（
4V

（
興
福
寺
）

・

僧
綱

・

擬
講

・

已

講

・

大
法
師
已
下

南
都
北
嶺
両

寺
法
服
記

莚
暦
寺）

・

僧
綱

・

擬
講

・

巳
講

・

凡
僧

法
中

装
束
之

事
（
5）

・

凡
僧

・

有
職、

非
職

・

巳
講

・

僧
綱

（
自
二

律
師｝
至
二

法
印一
）

顕
密
威

儀
便

覧
上
（
6

）

・

自
二

律
師一

至
二

法
印一

・

有
司
僧

・

自
二

律
師一

至
二

法
印一

・

有
司
僧

・

威
儀
師

、

従
儀

師
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2

「

甲
袈
裟
」

に
つ

い

て

　
（

1
）

諸

本
に

見
ら
れ

る

「

甲

袈
裟
」

　
「

甲
袈

裟
」

に
つ

い

て
、

諸
本
を
元
に
一

覧
を

示
し
た

（

表
1
）

。

こ

こ

に

挙
げ
る

も
の

は
一

部
で

あ
る

が
、

と

く
に

「

甲

袈

裟
」

に
つ

い

て

ま
と

ま
っ

て

記
述
の

あ
る

も
の

は

少
な
い

。

こ

れ

ら
に

よ

る

と
、

「

甲

袈
裟
」

と
は

条
牒
は

黒

色
も
し

く
は

紺

色

で
、

甲
の

色
の

違
い

に
よ
っ

て

ど
の

「

甲
袈
裟
」

で

あ
る

か
、

類
別
で

き
る

の

で

あ
る

。

し

か
し

、

「

香
甲

袈
裟
」

の

み

は

こ

れ

等
の

条
件
と
は

そ

ぐ
わ

ず
、

条
牒
す
な
わ

ち
、

縁
が

濃
い

香
色

、

伏
甲
が

淡
い

香
色
の

も
の

で

あ
る

、

と

解
釈
で

き
る

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（
ヱ

　
『

紀
伊
続
風
土

記
』

高
野

山
之

部
学
侶
六

の

装
束
の

項
に
は

「

甲
袈

裟
」

に
つ

い

て

詳
し

く
記
述
さ

れ
て
い

る
。

表
1
の

い

く

つ

か

の

諸

本
を

も
と

に
記
述

さ
れ
て
い

る

た

め
、

表
1
に

は

列

挙
し

な
か
っ

た

が
、

特
に

「

香
甲
袈

裟
」

に
つ

い

て

は
、

　
　

高

野
の

舎
利
会
に

は
。

中

古
ま
で

職

衆
も

香
袈
裟
を

著
せ

し

に
や

。

文
永
年
中

行
事
記
に

。

舎
利

会
の

列

衆
を

記
し
て

。

　
　

讃
衆
四
十
人

付
裳
香
袈
裟
と
い

へ

り
。

近

世
は

是
を

用
ひ

ず
。

と

あ
り

、

「

香
甲

袈
裟
」

を

着
用
し
て

い

た

例
を

挙
げ
て
い

る
。

　

次
に

「

黄
甲
」

と

「

櫨
甲
」

、

「

赤
甲
」

と

「

朱
甲
」

は

同

義
だ

と

考
え
て

よ
い

。

お

そ
ら

く
、

色
の

違
い

か
ら

発
し
た

名
称

の

違
い

で

あ
ろ

う
。

ま
た

、

鈍

甲
に
つ

い

て
、

『

密
教
大

辞
典
』

の

記
述
に

は
、

　
　

法

華
八

講
の

際
に

総

在
庁
よ

り
派
遣
せ

し

威
儀
師
・

従
儀

師
等
之
を

着
用
せ

り
。

と

あ
る

。

後
に

ふ

れ

る
が

、

「

鈍
甲
」

に

関
し
て
の

記
述
は

他
に

見
当
た

ら
な
い

た

め
、

こ

れ

に
つ

い

て

は

聊
か

疑

問
が

残
る

。
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（

2
）

　

現
在
の

各
宗
に

お

け

る

「

甲
袈
娑
」
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現
在

、

使
用
さ

れ

て
い

る

「

甲

袈
裟
」

は

役
職
や

僧
階
に

よ
っ

て

宗
門
や

寺
院
に

よ

り

様
々

で

あ
る

。

勿
論

、

各
寺
院
組
織

の

中
で

多
様
化
さ
れ

、

そ

れ

ぞ
れ

独
自
の

も
の

に

な
・

て

し
ま
・

て

い

る

が
・

あ
る

程
度
の

統
制
に

よ

岐

こ

こ

に

列
挙
し
た

・

躍

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
旦

　
　

○
華
厳
宗
（

昭
和
十
六

年
七

月
二

十
町

日

認
可
）

　
　

紫
甲
ー
少
僧
都

、

権
少
僧
都

　
　
櫨

甲
−
律
師

、

権
律

師

　
　
青

甲
−
大
法

師
、

大
法
師
以

下

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
9）

○

法
相
宗
（

昭
和
十
六

年
六

月
以
来
〉

紫

甲
−
四

級
乃
至
七

級
（

大
僧
都
乃
至

大
律
師

）

青

甲
櫨
甲
ー

八

級
乃
至
十

級
（

律
師
乃

至
法
師
）

○

真
言
宗
豊
山

派

青
甲

−
甲
衆

。

讃
頭

、

堂
達
（

法
要
の

浅
萬
等
）

　
　
　

　
　
（
10）

○
比
叡
山

延
麿
寺

紫
甲
−
僧
都
以
上
一

般

大
衆

青
甲
−
下
座
に

限
り
律
師

級
、

朱
甲
−
威
儀
師

　
　
　

　
　
（
11V

櫨

甲
−
已
講
以
上

讃
頭

、

伽

陀
師

、

堂

達
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更
に

他
宗

、

他
派
に

お

け
る

使
用

例
も
追
っ

て

検
討
し

た
い

。

ま
た

、

「

香
甲
」

、

「

鈍
甲
」

に
つ

い

て

は
、

現
在
の

使
用
例
は

見
当
た
ら

な
い

。

こ

れ
に
つ

い

て

は
さ

ら
に

追
っ

て

検
討
す
る

余
地
が

あ
ろ

う
。

　

ま
た

、

衣
材
等
に
つ

い

て

本
稿
で

は

割
愛
さ
せ

て

い

た

だ

く
。

現

在
で

は

特
に

羽
二

重
で

生

成
し

て

い

る

場
合
や

綾
織

、

緞

子
織
に

て

生

成
し

て

い

る

場
合

、

あ

る
い

は
、

縁
ま

わ

り
の

み

金

襴
地

、

衲
の

生

地
を

使
い

、

甲
の

部

分
の

み

羽
二

重
や

緞
子

生

地
を

用
い

て

い

る

ケ
ー

ス

も

少
な

く
な

い
。

現
在
で

は

織
物
の

文

化
、

技
術
発
展
に

よ

り
、

如
何

様
に

も

生

成
で

き
て

し

ま

う
の

が

現
状
で

あ
る

。

当
時
の

も
の

が
ど

う
い

っ

た

衣

材
で

あ
っ

た

か
は
、

に

わ

か
に

特
定
で

き
な
い

。

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
12）
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
（
13）

　

次
に

、

修
多
羅
に

関
し
て

で

あ
る

が
、

『

本
朝
法
中
衣

服
図
』

画
の

巻
に

描
か

れ
る

「

青

甲
袈
裟
」

の

修
多
羅
は

「

蜷
」

と

記

述

さ
れ
て

い

る
。

ま
た

、

縁
と

甲
と

同
色
の

黒
色
と

青
色
の

組

紐
に

よ
っ

て

編
ま

れ
た

様
子
が

描
か

れ
て
い

る
。

他
の

「

甲
袈

裟
」

に
つ

い

て

こ

れ
と

同

体
と

い

う
こ

と

は
一

概

に

言
え
な
い

。

修
多
羅
の

色

使
い

も
組
み

方
も

実
に

様
々

で

あ
る

。

よ
っ

て

こ

れ
ら
に
つ

い

て

は

追
っ

て

研

究
を

進
め
て
い

き
た
い

。

N 工工
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3

「

赤
甲
袈
裟
」

（

朱
甲
袈
裟
）

に
つ

い

て

　

現
在

、

比

叡
山

延
暦
寺
の

法
華
大
会
で

威
儀

師
が

用
い

る

袈

裟
は

「

朱
甲

袈
裟
」

で

あ
る

の

だ

が
、

縁
は

黒
色

、

甲
は

朱

（

赤
）

色
で

あ
る

。

こ

の

色
に

つ

い

て
、

細
か
な

違
い

や

時

代
を

経
る

に

従
い

、

色
が

多
様
化
さ

れ

て

い

る

た

め

に

特
定
は
で

き

な
い

が
、

「

赤
甲

袈
裟
」

、

「

朱
甲

袈
裟
」

は

同

義
と

し
て

捉
え
ら
れ

る

た

め
、

色
の

違
い

に

よ

る

名
称
で

あ
ろ

う
。

色
に

よ
っ

て

朱
色
と

も
赤
色
と

も

受
け
と

れ

る

か

ら
な

の

で

あ
ろ

う
。

前
の
一

覧
表
に

よ
る

と
、

「

赤
甲

袈
娑
」

を
着
用
す
る

の

は
、

威
儀
師

、

従

儀
師

、

坊
官
と

あ
る

。
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（

1
）

威
儀
師
、

従
儀
師
の

袈
裟
に

つ

い

て

『

釈
家
官

龜
』

に

は

覆
師
の

項
に

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

躍

　
　
和
銅
七

年
興
福
寺
供
養
時

。

左
右
行
事
伝
灯

満
位
僧
勝

　
　
雲
源

操
等

。

始
任
二

威
儀

師一

云

云
。

　
　
続
日

本
紀

。

光
仁
天
皇

宝
亀
二

年
間

閏
一

二

月
壬

寅
。

僧
綱

　
　
請
置

威
儀
法
師
六

員

許
之
云
云

。

延
暦
十
三

年
九

月

　
　
三

日

延
暦
寺
供
養
記
日

。

奉
行
僧
二

人

（

威
儀
師
従
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
ハ
マ

ヱ

　
　
師
）

始

賜一

赤
袈

娑
つ

此

時
威
儀

師
円

ー
也

。

（

年
七

十
五

云

　
　
　
　
（
15）

　
　
云
）

綱

所
著
二

赤
袈
裟一

濫
觴
也

。

と

あ
り

、

ま
た

、

従
儀
師
の

項
に

は
、

　
　
延
暦
寺
供
養
記
日

。

従
儀
師
賢
算
（

年
六

十
八）

云
云

。

賜

　
　
赤
袈
娑
如
レ

右
。

弘
仁

格
。

従
儀
師
八

人

永
為
恒
例

。

　
　
（

弘
仁
十
年
十
二

月
甘

玉

日

太
攻

官
符
）

と

あ
る

。

整
理

し
て

み
る

と
、

和
銅
七

年
　
興
福
寺
供
養
の

折
に

勝
雲

、

源

操
等
威

儀
師
が

始
め

て

任
ぜ

ら
れ

、

そ
の

後
の

延

暦

寺
供

養
の

折
、

延
暦

十
三

年
に

威
儀

師
円

1
、

従
儀
師
賢
算
が

始
め
て

「

赤

袈
娑
」

を

賜
っ

た

こ

と

が

記
さ

れ

て

い

る
。

こ

れ
が

、

日
本
で

最
初
に

「

赤
袈

娑
」

を

賜
っ

た

例
と

さ
れ

る
。

（

2
）

「

赤
袈
裟
」

は

「

赤
甲
袈
裟
」

で

あ
る

の

か

先
に

述
べ

た

通
り

、

威
儀
師
や

従
儀

師
の

着
用

す
る

袈

裟
は

「

赤
袈

裟
」

で

あ
っ

た
。

こ

の

「

赤

袈
娑
」

に

つ

い

て

『

法
中

N 工工
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（
16）

装
束
抄
』

の

「

甲

袈
裟
」

の

と

こ

ろ

で

　
　
赤
袈

裟
　
官
職
便
覧
云

延
暦
十
一

二

年
九

月
三

日
延
暦
寺

　
　
供

養
記
云

奉
行
僧
二

人

威
儀
師
従

儀
師

始
賜

赤
袈

　
　
裟
云

云

　
　
清
少
納
言
記
言
季
之
御
読
経
之
威

儀
あ
か
け

さ

　
　
き
て

云
云

是
ハ

ニ

月
八

月
之
今
昔
物
語
第
二

十
巻
二

唐
ノ

天

物
比
叡

山
二

来
テ

　
　
物
窮
フ

ト

音
ス

ル

所
二

云
人
ノ

音
多
ク
シ

テ

下
ヨ

リ
登
ル

前

　
　
二

赤
ケ

サ

着
タ

ル

僧
ノ

前
ヲ

追
テ

人
払
ヒ

渡
ル

次
二
一
二

衣
筥

　
　
持
テ

渡
ル

次
二

輿
二

乗
テ

渡
リ
タ

モ

フ

山

座
主

慈
恵

大
僧
正

云
云

此
ケ

サ

　
　
モ

威
儀
師
従
儀
師
ノ

内
力

　
　
　
　
　
　
　（
17）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
B）

と

あ
る

。

『

官
職

便
覧
』

で

は

延

暦
十
三

年
九

月
三

目

延
暦
寺
で

落
慶

法
要
が

営
ま
れ

た

旨
が

記
さ
れ

て

い

る
。

『

釈
家
官
班
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
19）

と

同

様
、

『

延
暦

寺
供

養
記
』

で

も

落
慶
供

養
の

折
、

威
儀
師

、

従
儀
師
は

「

赤

袈
娑
」

を

賜
っ

た
、

と

記
さ
れ
て

い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　〔
20）

　
こ

の

「

清
少

納
言
記

言
」

と
は

『

枕
草

子
』

の

え
せ

も
の

の

の

段
の

こ

と

で

あ

る
。

こ

の

箇

所
で

は
、

作
者

、

清
少
納

言
は

普
段
必

要
で

は

な
い

の

に

こ

の

時
ば
か

り
は

目

立
っ

て
い

る

物
を
上

げ
、

季
の

御

読
経
会
に

「

赤

袈
娑
」

を

着
し
、

僧
侶
の

名

を

読
み

上

げ
て

い

る

「

威
儀
師
」

の

姿
を

き
ら

き
ら
し
と

表

現
し

て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
21）

　

ま
た

、

『

今
昔
物
語
集
』

巻
二

十

に

も
記

述
が

あ
る

が
、

こ

れ

も

輿
に

乗
っ

た

慈
恵
大
僧
正

を

先
導
す
る

の

が
、

「

赤
袈
娑
」

を
つ

け
た

威
儀
師

、

従
儀
師
の

う
ち
か

、

と

し
て

い

る
。

〔

繧
中
装
束
抄
』

で

は

。

の

琴
「

甲

鏤
」

と

記
述
の

あ
、

、

「

櫨

異
「

紫

黒
「

青

甲
」

と

煢
そ
の

聳
紫

斷

袈

裟
」

、

「

赤
袈

裟
」

と

続
い

て

記
述
さ
れ
て

い

る
。
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「

甲
袈
裟
」

に

関
連
し

て

の

記

述
で

あ
る
こ

と
か

ら

も
、

で

は

な
い

か
、

と
推
測

す
る

こ

と

が

出

来
る

。

こ

こ

で

挙
げ
ら
れ

て
い

る

威
儀
師
の

「

赤
袈
裟
」

は

「

赤
甲

袈
娑
」

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
48

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
2

　
（

3
）

威
儀
師

、

従
儀
師
に

つ

い

て

　
そ
れ

で

は
、

こ

の

威
儀
師

、

従
儀
師
は
一

体
ど

う
い

う
役
割
を

示
し
て
い

た
の

で

あ
ろ

う
か

。

『

密
教
大
辞
典
』

等
に

は

法
会

や

授
戒
等
の

時
威

儀
を

整
え

、

儀
式
を

誤
ら

ざ
る

為
の

指
南

役
、

と

あ
る

。

先
に

挙

げ
た

通
り
、

威
儀
師
は

和
銅
七

年
の

興

福

寺
供
養
の

時
に

勝
雲
源

操
等
が

始
め

て

威
儀
師
に

任
ぜ

ら
れ

た
。

　
　

　
　
　

　

　
　（
23）

　
『

顕

密
威
儀

便
覧
』

下
に

は

　
　

昔
六

条
帝

仁
安
二

年
十
二

月
十
三

日
、

永
賜
総
法
務

及
総
在
庁
綱
所
於
仁
和
法
王

覚
性

、

後
為
総
在

庁
者

、

兼
其
二

師

と

あ
る

。

僧
綱
の

事
務

所
で

あ
る

、

「

綱
所
」

は

養
老
六

年
七

月
、

薬
師
寺
に

充
て

ら

れ
た

。

平

安
遷

都
以

後
、

東
寺
又
は

西

寺

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
34）

に

置
か

れ
、

そ
の

後

仁
安
二

年
（

＝
六

七
）

十
二

月
十
三

日

に

仁

和
寺
覚
性
法
親
王

を
総

法
務
に

任
じ

、

綱
所
を

賜
わ
っ

た
の

で

あ
る

。

こ

れ

よ
り

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
25）

　
　

仁

和
寺
者

為
諸

宗
惣
法
務
被
置

惣
在
庁
於
勅
会
者
雖

他
宗
之

法
会
遣
威

儀
師
従
儀
師
令
下

知
（

後
略
）

の

よ

う
に

、

法
会
に

お
い

て

は

諸
宗
の

総

法
務
で

あ
る

仁
和

寺
総

在
庁
よ

り
、

威
儀

師
、

従
儀

師
が

派
遣
さ

れ
、

勅
会
で

あ
る

法
会
を

取
り

仕
切
っ

て

い

た

の

で

あ
る

。

　
　

　
　
　

　

　
　
（
26）

　
『

人

水
授
受
記
』

第
七

の

コ
ニ

十

従
儀

師
・

威
儀
師
・

僧
綱
・

凡
僧
事

。

」

の

項
に

は

次
の

よ

う
に

記
さ
れ

て

い

る
。

　
　

師
口
二

云
。

威
儀
師
ハ

引
キ

僧
綱
ヲ

の

従
儀
師
ハ

引
ク

ニ

凡

僧
ヲ一

也
。

古
ヘ

ハ

威
儀
師
ハ

総
在
庁
亦
ハ

老
分
ノ

候

人
ノ

役
。

従
儀

　
　

師
ハ

自
余
ノ

候

人
ノ

役
ナ

リ

キ
。

今

時
ハ

総

在
庁
モ

無
レ

之
。

実
ノ

坊
官
ト

云

者
モ

無
レ

之
。

故
二

候
人
ノ

一

臈
鮪

勤
二

威
儀

師
ヲ

コ

　
　

従
儀

師
ヲ

ハ

自
余
ノ

候
人

輪
番
二

勤
ル

也
。

僧
綱
ト

ハ

律
師
ヨ

リ

至
マ

テ
ニ

法
印
二

一

皆
云
二

僧
綱
殉

凡

僧
ト

ハ

無

官
位
ノ

僧
也

。

於
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テ

レ

中
二

僧
綱
ハ

皆
衲
衣

。

凡

僧
ハ

悉
甲

衆
也

。

是
則

如
レ

次
ノ

持
金

剛
衆
讃
ノ

衆
也

。

若
シ

凡
僧
ノ

内
二

可
レ

勤
二

讃

衆
ヲ

一

人

無

　

　
レ

之

時
ハ

律
師
等
モ

勤
レ

之
。

然
ル

時
ハ

僧
綱
ナ
レ

ト
モ

著
し

て
二

甲
ノ

袈

裟
ヲ
一

為
ル

ニ

甲

衆
三

也
。

是
ヲ

云
ニ

ゲ
キ

タ

イ

鷁
退
ト

幻

然
レ

　

　
ト

モ

横
皮
ニ

ハ

用
二

衲
衣
ノ

横
皮
ヲ一

是

則
鷁
退
シ

ル

シ

印
也

。

又

古
ヘ

ハ

ニ

行

列
ノ

時
ハ

従
儀
師
二

人
立
チ

ニ

甲
衆
前
へ

二

の

威
儀
師

　

　
二

人

立
テ
リ

ニ

甲

衆
後
ロ

衲
衆
ノ

前
へ

二

→

一

行

列
ノ

時
ハ

各
一

人
也

。

今
時
二

行
列
ノ

時
各
々

二

人
立一

二

行
前
二

　
　
私
云

。

　

　
拝
ス

レ

ニ

ニ

宝

暦
二

年
仁
和
潅

頂
ヲ一

先
従
儀
師
二

人
粧

次
二

威
儀
師
二

人
硅

何
レ

モ

袍
裳
溂

喇
著
二

草
鞋
ヲ

上
リ

レ

堂
二

著
二

外
陣
ノ

　

　
左

右一
r

　
こ

れ
に

よ
る

と
、

今
時
は

総

在
庁
も

坊

官
も
「

無
レ

之
」

と

あ
る

。

『

人

水
授

受
記
』

の

撰
は

宝

暦
九

年
と

さ
れ

る
。

宝

暦
年

中
は

西

暦
一

七
五
一

年
よ

り
一

七

六
三

年
で

あ
る

か

ら
、

こ

の

当
時

、

実

質
上

、

威

儀
師
や

従
儀

師
は

勅
使
と

し

て

法
会
を

仕

切
る
、

と
い

う
よ

り
も
、

役
職
と

し
て

諸

衆
を

先
導
し

、

法
要
を

掌
る

役

割
を

担
う
に

過
ぎ
な

か
っ

た
、

と

考
え

ら
れ

る

の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
27）

　

ま
た
、

宝
暦
二

年
の

仁
和
寺
の

伝
法
潅

頂

に
お
い

て

「

赤
甲
袈

裟
」

を

着
け
た

威
儀
師

、

従
儀
師
が

諸
衆
を

先
導
し
た

例
が

挙
げ
ら

れ
て
い

る
。

特
に

威
儀
師
は

衲
衆
を

率
い

、

従

儀
師
は

甲
衆
を

率
い

た
こ

と
が
こ

こ

か

ら
も

分
か
る

の

で

あ
る

。

　
（

4
）

坊
官
の

役
割
と

袈
娑

　
坊
官
と

は

元

東
官
坊
官
人
の

こ

と

で

あ
る

。

東
宮
と
は

所
謂

、

宮
家
の

皇
子
或
は

親
王

で

あ
る

が
、

そ
れ

ぞ
れ

に

侍
者
を

従

え
て
い

た
。

東
宮
が

出
家
す
る

と
、

一

部
の

侍
者
は

そ
れ

に

従
い

、

そ
の

ま

ま
、

東
宮
に

仕
え
た

。

こ

う
い

っ

た

関

係
上

、

坊

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
〔
29）

官
は

東
官
出

家
後
は

俗
体
に
て

法
印
に

叙
せ

ら

れ
、

法
服
を
着
す
こ

と
を

許
さ
れ

た

の

で

あ
ろ

う
。

ま
た

、

袈

裟
に
つ

い

て

は

　
　

　

　
　（
29
）

『

坊
官
故
実
拙
記
』

に

よ

る
と

、

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　

49

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　

2

　
　

七

条
袈
裟
坊
官
縁
り
者
黒
緞

子
甲
者

紅
色
也

N 工工
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と

あ
る

。

こ

れ

か

ら

す
る

と
、

坊
官
の

着
す
袈

裟
は

「

赤
甲

袈
娑
」

で

あ
る

、

と

考
え

ら
れ

る
。

し
か

し
、

「

赤
甲

袈
娑
」

は

威

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

50

儀
師

、

従
儀

師
の

袈

娑
の

は

ず
で

あ
る

。

そ
れ

で

は

な
ぜ

、

坊
官
の

袈
裟
が

、

威

儀

師
や

従
儀
師
の

よ

う
に

「

赤
甲

袈
裟
」

で

　
2

あ
る

の

か
。

　

こ

れ

は

仁
和

寺
に

住
し

た

歴

代
門

跡
と

そ
の

侍

者
の

関
係
か

ら

坊
官
の

袈
裟
が

ま
る

で

「

赤
甲

袈
裟
」

で

あ
る

か

の

よ

う
に

解
釈
さ
れ

て

し
ま

う
か

ら

な
の

で

あ
る

。

仁
和
寺
は

代
々

御
室

と

称
さ

れ
、

歴

代
門

跡
を

入
道

親
王

や

法
親
王

が
つ

と

め

て

き

た
。

こ

れ

に
つ

い

て

『

古

代
中

世
寺
院
組

織
の

研

究
』

の

中
で

著

者
、

牛
山

佳

幸
氏
は

仁

和
寺
が

鎌
合

期
以

降
、

惣
法
務
と

呼

ば

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
。

そ
の

背
景
と

し
て

御
室

仁
和

寺
は

代
々
、

入
道

親
王
が

門

跡
を

務
め

て

い

る

こ

と

か

ら
も

、

私
的
な

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
30）

関
係
と

し
て

坊
官
が

従
し

、

仕
え
て
い

た
と

述
べ

て

お

ら

れ

る
。

も
と

も
と

国
家
的

規
模
に

お

い

て

寺
務
を

請
け

負
っ

て

い

た

の

は

有
力
官
寺
東
寺
や

興
福
寺
な

ど

で

あ
っ

た
。

本
来
、

東

寺
、

興
福

寺
な

ど
の

有
力
官
寺
か
ら

選
ば

れ

る
べ

き
は

ず
が

、

仁

和
寺
の

元
東
宮

、

所
謂

、

法
親
王
ら

の

侍
者
で

あ
る
は

ず
の

坊
官
が

威
儀
師

、

従
儀
師
の

任
に

就
く

事
も

あ
っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

こ

れ
に

よ

り
坊
官
の

役
割
が

威
儀
師

や
従

儀
師
と

同

様
に

な
っ

て
い

っ

た
。

こ

れ

ら

の

こ

と

か
ら

も

本
来
の

侍

者
と
い

う
意
味

合
い

の

坊
官
か

ら

離
れ

、

ま

る

で

坊

官
11
威
儀
師

、

従
儀
師
と

い

う
よ

う
な

図

式
が

成
り
立
っ

て

し
ま
っ

た
の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

　

そ
れ
で

は

坊
官
は

ど
の

よ

う
な

袈
裟
を

身
に

つ

け
た
の

だ
ろ

う
か

。

『

密
教

大
辞
典
」

の

「

鈍

甲
」

の

記
述

、

　

　

法
華
八

講
の

際
に

総

在
庁
よ

り
派
遣
せ

し

威
儀
師
・

従
儀
師
等
之
を

着
用
せ

り
。

　

こ

れ
を

ど

う
見
る
か
で

あ
る

。

自

分
の

身
分
や

地

位
に

相

当
な

袈
裟
を
つ

け
る

の

は

当
然
で

あ
る

が
、

基

本

的
に

「

鷁
退
」

と
い

う
言

葉
が

示
す
通
り

、

自
分
の

身
分
や

地
位
よ

り

も

低
い

袈
裟
等
を

着

す
る

こ

と

は

あ
っ

て

も
、

高
い

袈

裟
等
を

着
け
る

こ

と

は

ま

ず
、

あ
る

ま
い

。

と

す
る

と
、

坊
官
に

関
し

て

は

威
儀
師
や

従
儀

師
と

同
等
な

扱
わ

れ

方
を

し
た
と

し
て

も
、

実

際

は

勅
会
に

お
い

て
、

坊
官
は

「

鈍
甲

袈
裟
」

を

着

し
て

出

仕
し
て
い

た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

あ

く
ま
で

現
段
階
で

は

憶
測

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

で

し

か
、

述
べ

る

こ

と
は

で

き
な
い

が
、

坊
官
11
威

儀
師

、

従
儀
師
の

役
付

け
が

「

赤

甲
袈
裟
」

、

「

鈍
甲

袈
裟
」

と

も
に

混
同

さ

れ

て

し

ま
っ

た

た
め

に

本
来

、

坊
官
は

「

鈍
甲

袈
裟
」

、

威
儀
師

、

従
儀
師
は

「

赤
甲
袈
裟
」

と

い

う
法
則
が

く
ず
れ

て

い

っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

4

お
わ

り
に

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

「甲袈裟」につ い て の 一考察 （鈴木）

　

今
回

、

「

甲
袈
娑
」

、

特
に

「

赤
甲
袈
裟
」

を

中
心
に

述
べ

て

き
た

。

『

法
中
装
束
抄
』

の

記
述
か
ら

、

端
を

発
し
た

本
稿
で

あ

っ

た

が
、

『

枕
章
子
』

に

見
ら

れ
る

威
儀
師
の

「

赤
袈
裟
」

を
め

ぐ
り

、

考
察
し
て

み

た
。

威
儀
師
や

従
儀
師
の

役
職
や
総
在
庁

と
の

関
係
上
は
っ

き
り
と

「

赤

袈
裟
」

が

「

赤
甲
袈
裟
」

で

あ
る
と

は
、

結
論
づ

け
ら
れ

な
い

。

し
か

し
、

『

人

水
授
受
記
』

に

よ
っ

て

江
戸

中

期
の

仁
和
寺
に

お
い

て

「

赤
甲

袈
裟
」

が

用
い

ら

れ
て

い

た
こ

と

が

確
認
さ

れ

る
。

今
回、

平

安
期
よ

り
江
戸

期
に

至

る

多
年
の

間
に
い

か

に

変
化
が

あ
っ

た

か
は

、

見
出
す
こ

と

で

き
な

か
っ

た
。

　
し
か

し
、

威
儀
師
や

従
儀
師
が

勅
使
と

し
て

の

意
味
合
い

が

強
か
っ

た
こ

と

や

威
儀
や

故
実
を

重
ん

じ

て
い

る

点
を

考
え
れ

ば
、

度
外
視
は

で

き
な
い

の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

　

現
在

、

威
儀
師

、

従
儀
師
と
い

う
呼
称
は

残
っ

て
い

る

が
、

あ

く
ま
で

法
要
の

役
職
名
に

す
ぎ

な
い

。

ど
の

く
ら
い

の

寺
院

で

こ

う
い

っ

た

呼
称
を

用
い

て

い

る

か
は

、

確
認
し
て
い

な
い

が
、

例
え
ば

、

現
在

、

仁
和
寺
で

は
、

威
儀
師
は
、

法
会
を

取

り
仕
切
る

者
で

、

所
謂

、

会
奉
行

、

或
は

、

会
行
事
の

こ

と

を

指
し
て

お

り
、

従
儀
師
は

威
儀

師
に

付
き
従
う

伴
僧
の

こ

と

を

指
し
て
い

る
。

仁

和
寺
で

は

威
儀
師

、

従

儀
師
の

衣
体
に
つ

い

て

特
殊
な

も
の

は

な

く
、

切

素
絹
に

威
儀
五

条
を

着
用
し

て
い

る
、

と
い

う
。

ま
た

、

南
都

東
大
寺
の

例

を
示
す
と

、

平
成
十
四

年
に

行
わ

れ
た

、

大
仏
開
眼

千
二

百
五

十
年
法
要
で

は
、

や

は

り
、

法
会
を

司

り
諸

僧
を

先
導
す
る

者
の

こ

と

を
、

威
儀
師
と

呼
ん

で
い

る
。

従
儀
師
も
こ

れ

に
つ

き
従
う

。

こ

の

時
の

威
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儀
師
は
、

赤
の

平
袈
裟
（

横
被

、

修
多
羅
付
き

、

有
紋
）

を

着
し
て

い

る
。

従
儀

師
は

、

白
の

平

袈
娑
（

横
被

、

修
多
羅
付
き

、

無
紋
）

を

着
し
て
い

る
。

延
暦
寺
の

法
華
大
会
の

威
儀

師
の

朱

甲
袈
裟
と
は

ま
っ

た

く
異
な
る

の

で

あ
る

。

　
い

ず
れ

せ

よ
、

現
在
の

法
会
は

、

各
宗

派
、

お

よ

び

各
寺

院
の

独
自

性
が

強

く
な
っ

て

い

る

昨
今

、

本
来
の

「

甲

袈
裟
」

に

つ

い

て

の

意
義
は

失
わ
れ

て

し
ま
っ

て
い

る
。

も
と

の

形
体
と
し

て

の

「

甲
袈
裟
」

を

再
確
認
す
る

必
要
性
は

あ
る

だ

ろ

う
。

註
（
1）

堀

内
寛
仁
著
　
昭
和
二

十
五

年
八

月
一

日

（
2

）

入
道
常
覚
著

　
貞
享
五

年
　
こ

れ

は

拙

稿
「

曲

豆

山
長
谷

寺
所
蔵
『

本
朝
法
中
衣
服
図
』

に
つ

い

て
」

豊
山

教
学
大
会
紀
要
第
三

　
　
十

号
所
収

、

「

続
・

豊

山

長
谷
寺
所
蔵
『

本

朝
法
中
衣
服

図
』

に
つ

い

て
」

豊

山
派
総
合
研
究
院

紀
要
第
八

号
所
収
　
等

、

こ

れ

　
　
ら
を
参

照
さ
れ

た
い

。

（
3）

永
愿
（

勧
修
寺
長
吏
　
一
⊥

ハ

ニ

○
〜
一

六

八

四
）

『

大
日
本
仏

教
全

書
』

所
収

（
4）

著
編
者
未
詳
『

大
日

本
仏
教
全

書
』

所
収

（
5）

隆
源
（

報
恩
院
前
大
僧
正

　
一

三

四
二

〜
一

四

二

六
）

著
　
澄
翁
（
生

没
年
不
明
）

写

　
享
保
十
八

年
述

『

大
日
本

仏
教
全
書
』

　
　
所
収

（
6）

亮
快
存
心
（
生

没
年
不
明
）

著
　
享

保
二

十
年
述

『

大
日

本
仏
教
全
書
』

所
収

（
7）

『

続
真
言
宗
全
書
』

三

十
九

（
8）

華
厳
宗
宗
制
に
よ

る
。

他
に

は

大
僧
正
、

僧
正
、

権
僧
正

は

皆
衲
衣
（
同
じ
文
様
一

色
）

　
　
大

僧
都

、

権
大
僧
都
は

切
交
衲
衣
（

縁
と

甲
と

の

色
文

様
が

違
う

。
）

を

用
い

る
。

　
　
「

法
衣

史
・

袈
娑
史
』

（

井
筒
雅
風
著

　
雄
山

闘
出

版
　
平
成
五

年
十

月
二

十
五

日
）

三

五
二

頁
参
照

（
9）

法
相
宗
宗
制
に
よ

る
。

一

級

乃
至
三

級
（

大
僧
正

中
僧
正

僧
正）

は

皆
衲
衣
で

あ
る

。

『

法
衣
史．

袈
娑
史
』

三

五
二

頁
参
照

。
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（

10
）

『

天

台
宗
法
式
作
法
集
』

九
七
〜

九

八

貢
　
中
山

玄
雄
編

。

（

11
）

今
で

は

法
華
大
会
の

役
職
を

示
す
に

す
ぎ
な
い

。

座
主
に

継
ぐ
位
を

意
味
し
て
い

る
。

　
　
本
来

、

巳
講
と

は

天

台
の

三

会、

法
勝
寺
大

乗
会

、

円
宗

寺
法
華
会、

最
勝
会
の

講
師
を

勤
め

を
言
い

、

ま
だ

の

者
を

擬
講
と
い

　
　
う

。

ま
た

、

南
都
に

お
い

て

三

会
と

は

興
福
寺
維
摩
会

、

薬
師
寺
最
勝
会、

宮
中
御

斉
会
を
い

う
。

（

12）

（

2
）

に
同
じ

。

写
真
資
料
参
照

。

（

13
）

こ

の

字
は

「

ニ

ナ
」

と

訓

す
る

。

『

大
字
典
』

（

講
談
社
）

に

よ

れ
ば

、

「

蜷
結
」

を

あ
わ

び

む
す
び
の

長
く
小
さ
き

如
き
も
の

、

　
　
と
い

っ

た

説
明
が
な
さ
れ

て

い

る
。

（

14
）

『

続
群

書
類
従
巻
』

第
四

百
二

十
六

所
収

（

15
）

綱
所
を
ど

う

解
釈
す
る

か
、

に

よ

る
。

『

古
代
中
世
寺

院
組
織
の

研
究
』

牛
山
佳
幸

著
に

詳
し
い

。

こ

れ

に

よ

る

と
、

綱
所
脯

威

　
　
儀

師
従
儀
師
と

し
て

い

る
。

（

16
）

江
戸

時
代

、

著
者
は

不
明
で

あ
る

が
、

仏
教
装

束
に
関
し

て

広

く
諸

本
を
も

と
に

記
述
さ
れ
て

い

る
。

こ

れ

に
つ

い

て

は

後
稿

　
　
で

改
め

て

紹
介
し

た
い

が
、

官
内
庁
書
陵
部
蔵
本
と

京
都
大
学
蔵

本
が

あ
る

。

官
内

庁
書
陵

部
蔵
本
は

松
岡
文
庫
本

（

松
岡
辰
方

　
　

所
蔵
）

。

松
岡

辰
方
（

一

七
六
四

〜
一

八

四
〇

　
江

戸
時
代
後
期
の

有

職
故
実
家
）

（
17
）

平
田

職

忠
（

一

五

八

〇
〜
一

六

六

〇

　
官
人

、

有
職
故
実

家
）

著、

江
戸
時

代
。

五

五

巻
五

五

冊
。

写
本
多
数

。

（

18
）

（
12）

に

同
じ

。

（

19
）

真
超

（

生
没
年
不
明）

写
。

文
化
五

年
　
叡
山
文
庫
（

無

動
寺
蔵
）

（

〕〔2
）

え
せ

も
の

の

所

う
る
お

り
。

正

月
の

大
根

。

行

幸
の

お

り
の

ひ
め

ま

う
ち

君
。

御
即

位
の

御
門
司

。

⊥

ハ

月
十
二

月
の

つ

ご

も

り

　
　

の
、

節
折
の

蔵
人

。

季
の

御
読
経
の

威
儀

師
。

赤
袈
娑
き
て

僧
の

名
ど

も
を
よ
み

あ

げ
た

る
、

い

と

き
ら

き
ら
し

。

（

後
略
）

季

　
　

の

御
読
経
会
に

赤
袈
娑
を

着

し
、

僧
侶
の

名
を

読
み

上

げ
て
い

る

姿
を

き
ら
き
ら
し

、

と

表
現
し
て
い

る
。

季
の

御
読
経

会
は
二

　
　

月
と
八

月
に

行
わ

れ
る

官
中
で

行
わ

れ

る

大
般
若
転
読
会
の

こ

と

で

あ
る

。
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（
21
）

『

今

昔
物
語
集
』

巻
二

十
、

第
三

十
五

話

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

54

（

22
）

こ

の

「

紫

袈
裟
」

に
つ

い

て

は

玄

肪
僧
正
が

聖

武
天
皇
に

「

紫
袈
裟
」

を

賜
っ

た
こ

と

や
『

枕
草
子
』

中
、

「

僧
都
の

御
乳
母
の

　

2

　
　
ま

ま
な
ど
の

段
」

等
に

登

場
す
る

隆
円

僧
都
（

藤
原
道
隆
の

子
）

の

所
用
の

袈
裟
の

こ

と
を

指
し
て

い

る
。

　
　
『

法
衣

史
・

袈
娑
史
』

の

中
で

井
筒
雅
風
氏
は
こ

の

「

紫
袈
裟
」

を
「

紫
甲

袈
裟
」

と

解
釈
し
て
い

る

よ

う
で

あ
る

。

断
定
は
し

　
　
か

ね
る

が
、

筆
者
も
こ

れ

に

従
い

た
い

。

（

23
）

（
6）

に

同
じ

（

24
）

仁

和
寺
第
五

世
門

跡
。

紫
金

台
寺
御
室

、

鳥
羽
上

皇
弟
五
皇

子
。

一
一

二

九
〜
一
一

六
九

（

25
）

『

本

朝
法
中
衣

服
図
』

詞
書
の

巻

（

26
）

『

続

真
言
宗
全
書
』

一

七
四

〜
一

七

五

頁

（

27
）

西
暦
一

七

五

二

年
三

月
、

覚
仁

法
親
王

（

第
二

十
七

世

門
跡

。

金
剛

院
御

室、

有
栖
川
職
仁

親
王

第
三

子

　
一

七
三
二

〜
一

七

　
　
五

四
）

が

尊
寿
院
隆
幸
よ

り
受

法
。

「

尊
寿
院
」

と
は

仁
和
寺
一

山
の

塔
頭
寺
院

。

（

28
）

「

本
朝
法
中
衣
服

図
』

詞

書
の

巻
に

も
同
内
容
の

記
述
が
あ
る

。

（

29
）

「

僧

官
位
雑
例
集
』

と
合

本
。

九

条
家
本
（

東
京
大
学
史
料

編
纂
所
蔵
）

（

30
）

『

古
代
中
世
寺
院
組
織
の

研
究
』

牛
山
佳
幸
著
　
吉
川
弘
文

舘
　
平
成
二

年

十
一

月
参
照

【
キ

ー

ワ
ー

ド
】

赤
甲
袈
裟

、

威

儀
師

、

従
儀
師、

坊
官、

赤
袈
裟
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